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自己紹介

• 氏名：荻野 晃浩（おぎの あきひろ）

• 出身：石川県

千里浜なぎさドライブウェイの近く

• 趣味：畑いじり 8年（市民農園レベル）

• 経歴：新卒CTC入社 金融業界一筋 18年

1. メガバンク系インフラSE

2. 金融系インフラPM

3. 金融系アーキテクト

• 主な業務：インフラ構想策定、ロードマップ策定
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このセッションの目的

• 生成AIで何やるの？どうやって作るの？

要件も方式も定まらない中で、何もわからないAI専門外の

リードアーキテクトがチャレンジしてみました

• セキュリティ要件が厳しい金融業界でも利用可能な、

安全な生成AI開発の第一歩を紹介します
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このセッションのアジェンダ

生成AIと金融機関
金融機関でのユースケース、システム部署の悩み、AI活用推進部署の悩み、SIerの悩み

生成AIと私
生成AIとは、生成AIサービスとは、LLMとは、RAGとは、学習/LLM開発とは、についてAI専門外の私なりの解釈

オンプレ生成AI基盤
昨今のムーブメント、クラウトorオンプレ、オンプレLLM基本構成、LLM開発フェーズ、役割分担

さいごに
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生成AIと金融機関
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金融機関でのユースケース

• 出展：財務省広報誌「ファイナンス」2024 Apr. -金融機関における生成AIの成長性について
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金融機関でのAI活用の悩み

• 生成AIを業務に活用せよと言

われるが、、、

• 人手不足の解消に生成AI、、、

• 検証してみたがChatGPTでは

実業務には、、、

• 生成AIの開発ってGPUが

大量に必要らしいけど、、、

• 高付加価値業務に生成AIを活

用すればペイできる？

• 生成AIサービスってセキュア

なの？金融グレード？

• ChatGPTとCopilotじゃだ

め？

• ウチには生成AIのシステム開

発スキルが、、、

• 生成AIプロジェクトって

どれくらいの期間がかかる

の？

• AI開発者向け社内クラウド基

盤をIT部門主導で作りたいけ

ど、どうしたらいいの？

生成AI活用の
機運は高まって

いるから、
システム部門に

導入してもらおう

どうすればいいか
分からないから、

いつものSIerに宜しく
やってもらおう

AI推進部署 IT部署 SIer

• 社内で検討します！

(AIチームは忙しそうだな…)

(言っていることが宇宙人…)

(ChatGPTじゃ…だめか)

(Azure OpenAIとかかな…)

暗中模索
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昨今のムーブメント

• 2022年12月 OpenAI社 ChatGPT(GPT3.5ベース)発表

• ⇒ 第一の波、ChatGPTを業務活用しよう

• 2023年1月 Microsoft社 Azure OpenAI Service一般提供開始

• 2023年4月 AWS Amazon Bedrock発表

• 2023年7月 Google Vertex AIで生成AI対応を発表

• ⇒ 第二の波、生成AIサービスを構築してみよう

• ⇒ クラウドサービスでの構築の限界、オンプレ生成AI基盤へ

• Copilot+PC、Google Gemini、Apple Intelligence

• ⇒ 第三の波、エンドポイントAI
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生成AIと私
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生成AIとは

• 出展：「CTCが提供する生成AI サービスのご紹介」 - ターゲット領域：「生成AI 」「最適化AI 」「次のAI 技術」

予測型AI

識別AI

制御系AI

株価予測、天候予測、
販売予測

画像認識、
スパムメール分類

ロボット制御、
クルマ自動運転
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LLM(Large Language Model)とは

• Large Language Model : 「大規模」＋「言語モデル」

• 言語モデル

• 言語データを学習し、ある単語の後に続くワードがどのくらいの確率で

出現するかを予測する計算モデル

• 大規模

• 機械学習に利用されるデータ量が大規模

• 学習、推論に利用されるコンピュータの計算リソースが大規模
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参考）SSM/SLMも存在する

参照：https://www.ctc-g.co.jp/company/release/20231212-01664.html

参照：https://www.ctc-g.co.jp/company/release/20231212-01664.html

• SSM：Small Specialist Model  ：「目的特化型」＋「モデル」

• SLM：Small Language Model ： 「小規模」＋「言語モデル」

https://www.ctc-g.co.jp/company/release/20231212-01664.html
https://www.nikkei.com/article/DGXZRSP665695_S3A211C2000000/
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LLMの種別

出展：JAIST産学官共創フォーラム・令和５年度第３回定期講演会 ELYZA オープンなLLM (大規模言語モデル) の発展と、それを活かした日本語LLMの開発について

• 出展：JAIST産学官共創フォーラム・令和５年度 第３回定期講演会 ELYZA オープンなLLM (大規模言語モデル) の発展と、それを活かした日本語LLMの開発について

https://www.jaistso.or.jp/wp-content/uploads/2024/02/JAIST-SO_seminar_202403_2.pdf
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LLM開発フェーズ

開発フェーズ 概要 GPU

Pre-Training 事前学習 LLMフルスクラッチ開発(基盤モデル) 数百～

継続事前学習 基盤モデルに大量データで追加学習

Post-Training 指示学習 教師・指示データを元にユーザが
求める出力になるよう調整

数十～

微調整/Fine-Tuning 個別タスクに合わせて追加学習

Inference 情報参照/RAG 情報参照を利用してより正確な
応答を目指す

推論 LLMの利用 数枚～
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RAG(Retrieval Augmented Generation)とは

• RAG：検索拡張生成

• LLMに外部の情報源から検索したデータを取得させ、その情報を元に回答の文章を要約させる技法

• 学習済みのデータに含まれないが、ユースケースに必要となる情報を都度検索させることで補完

ex) 今日の株価、行内規約、社内用語

• モデルに情報を追加で獲得させるという目的では微調整/Fine-Tuningもあるが、、、

• 追加学習には時間、コストが大量に必要

• 「最新の情報を踏まえて回答」の用途には適さない

⇒ 様々なRAG手法が登場しており、Fine-TuningよりRAGで回答精度を高めるのがトレンド(らしい)
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参考）RAGを活用した推論の実装例

参照：https://www.ctc-g.co.jp/company/release/20241015-01807.html

参照：https://www.ctc-g.co.jp/company/release/20241015-01807.html

LLM

RAG

https://www.ctc-g.co.jp/company/release/20241015-01807.html
https://www.nikkei.com/article/DGXZRSP665695_S3A211C2000000/
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オンプレ生成AI基盤
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生成AI基盤を構築するためのポイント

クラウド オンプレ

求めるサービス・基盤 GPT-4やPaLM2など既に存在する
クラウドサービス

自社オリジナル
自分たちでサービスを構築

カスタマイズの柔軟性 提供されているサービスの範囲で 技術的に可能な範囲で自由

費用の考え方 トークン毎、文字数単位で
従量費用が発生する

導入時に初期費用が発生する

データ活用のための
セキュリティ

サービス提供者のポリシーに準拠 自社のポリシーに準拠
安心

一般的な情報を元に
他社・他者に追いつくなら
クラウドサービス
ex) 翻訳、コード生成

自社の付加価値、差別化要素を
組み込むならオンプレ

クラウド上で個人情報や
機密情報を扱うのに障害が

あるならオンプレ
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LLM開発フェーズ

開発フェーズ 概要 GPU

Pre-Training 事前学習 LLMフルスクラッチ開発(基盤モデル) 数百～

継続事前学習 基盤モデルに大量データで追加学習

Post-Training 指示学習 教師・指示データを元にユーザが
求める出力になるよう調整

数十～

微調整/Fine-Tuning 個別タスクに合わせて追加学習

Inference 情報参照/RAG 情報参照を利用してより正確な
応答を目指す

数枚～

推論 LLMの利用

再掲

生成AI基盤で何をする？
・RAG？Fine-Tuningも？
・事前学習から？
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オンプレLLM – 基本構成
LLMは何を選定？

ChatUIはどうする？

ツールやライブラリは
何を使う？

GPUドライバ？CUDA？

GPUサイジングは？

NWサイジングは？

CPU/メモリ/Disk
サイジングは？

量子化はどうする？

バックアップは？
監視は？可用性は？
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LLM初期導入役割分担

タスク AI推進部 開発部 基盤部 運用部

AI基盤 サーバ構築 - - ○ -

コンテナ/k8sインストール - - △ -

ミドルウェア/フレームワークインストール - - ○ -

LLM LLMインストール ○ - △ -

フロントエンド(チャットアプリなど)構築 - ○ △ -

RAG ベクトルDB構築(ドキュメントのDB化) ○ - - -

エンタープライズ検索エンジン構築 - - ○ -

RAG設定(情報のリランキング、キーワード抽出、
質問の言い換え、インデックス化、など)

○ △ - -

Fine-Tuning 教師データの作成 △ ○ - -

LLMモデルのチューニング ○ △ - -

Pre-Training ○○○ ○ △ - -

キーパーソンを洗い出し、
役割分担を整理するのは大事

運用工程も同様

Fine-Tuningなど追加学習を
継続的に実施する場合は更に複雑
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さいごに
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さいごに

• 生成AIのクラウドサービスやそれを活用する支援サービスは無数存在し、
SIerに加えAIコンサルやAIベンチャーなど競合も多数です

• 用途に応じてそれぞれ使い分けをすることが大事になります

• 「オンプレ生成AIを構築する」というニーズは一定存在する一方、
それを金融機関向けのクオリティで実現できるのは…極少数

生成AI界隈で迷える人の一助になれば幸いです
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Appendix
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日本語LLM

出展：JAIST産学官共創フォーラム・令和５年度第３回定期講演会 ELYZA オープンなLLM (大規模言語モデル) の発展と、それを活かした日本語LLMの開発について

• 出展：JAIST産学官共創フォーラム・令和５年度 第３回定期講演会 ELYZA オープンなLLM (大規模言語モデル) の発展と、それを活かした日本語LLMの開発について

https://www.jaistso.or.jp/wp-content/uploads/2024/02/JAIST-SO_seminar_202403_2.pdf
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日本語LLM：ELYZA

出展：JAIST産学官共創フォーラム・令和５年度第３回定期講演会 ELYZA オープンなLLM (大規模言語モデル) の発展と、それを活かした日本語LLMの開発について

• 出展：JAIST産学官共創フォーラム・令和５年度 第３回定期講演会 ELYZA オープンなLLM (大規模言語モデル) の発展と、それを活かした日本語LLMの開発について

https://www.jaistso.or.jp/wp-content/uploads/2024/02/JAIST-SO_seminar_202403_2.pdf
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推論の効率化技術

出展：JAIST産学官共創フォーラム・令和５年度第３回定期講演会 ELYZA オープンなLLM (大規模言語モデル) の発展と、それを活かした日本語LLMの開発について

• 出展：JAIST産学官共創フォーラム・令和５年度 第３回定期講演会 ELYZA オープンなLLM (大規模言語モデル) の発展と、それを活かした日本語LLMの開発について

https://www.jaistso.or.jp/wp-content/uploads/2024/02/JAIST-SO_seminar_202403_2.pdf
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量子化

出展：JAIST産学官共創フォーラム・令和５年度第３回定期講演会 ELYZA オープンなLLM (大規模言語モデル) の発展と、それを活かした日本語LLMの開発について

• 出展：JAIST産学官共創フォーラム・令和５年度 第３回定期講演会 ELYZA オープンなLLM (大規模言語モデル) の発展と、それを活かした日本語LLMの開発について

https://www.jaistso.or.jp/wp-content/uploads/2024/02/JAIST-SO_seminar_202403_2.pdf
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Hugging Face
Transformersをベースに機械学習モデルの開発と共有、公開をするためのプラットフォーム

参照：https://huggingface.co/elyza/ELYZA-japanese-Llama-2-7b

参照：https://huggingface.co/elyza/ELYZA-japanese-Llama-2-7b

https://huggingface.co/elyza/ELYZA-japanese-Llama-2-7b
https://www.nikkei.com/article/DGXZRSP665695_S3A211C2000000/
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Hugging Face – Model Memory Calculator

学習
推論

参照：https://huggingface.co/spaces/hf-accelerate/model-memory-usage

参照：https://huggingface.co/spaces/hf-accelerate/model-memory-usage

https://huggingface.co/spaces/hf-accelerate/model-memory-usage
https://www.nikkei.com/article/DGXZRSP665695_S3A211C2000000/
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NVIDIA H100 Tensor コア GPU

参照：https://www.nvidia.com/ja-jp/data-center/h100/

参照：https://www.nvidia.com/ja-jp/data-center/h100/

https://www.nvidia.com/ja-jp/data-center/h100/
https://www.nikkei.com/article/DGXZRSP665695_S3A211C2000000/
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NVIDIA-Certified Systems Configuration Guide

参照：https://docs.nvidia.com/certification-programs/nvidia-certified-configuration-guide/index.html#configurations

参照：https://docs.nvidia.com/certification-programs/nvidia-certified-configuration-guide/index.html#configurations

https://docs.nvidia.com/certification-programs/nvidia-certified-configuration-guide/index.html#configurations
https://www.nikkei.com/article/DGXZRSP665695_S3A211C2000000/
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NVIDIA-Certified Systems Configuration Guide

参照：https://gdep-sol.co.jp/news-list-nvidia-gpus/

参照：https://gdep-sol.co.jp/news-list-nvidia-gpus/

https://gdep-sol.co.jp/news-list-nvidia-gpus/
https://www.nikkei.com/article/DGXZRSP665695_S3A211C2000000/
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弊社実績事例(3)_サービス業様
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生成AI真のオープンソース化 by Red Hat

参照：Red Hat Summit 2024 Recap

https://www.nikkei.com/article/DGXZRSP665695_S3A211C2000000/
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